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2015 年度 第 2回
一般社団法人東京形成歯科研究会／国際血液･幹細胞臨床応用会議  共催

再生医療 血液臨床応用 特別講演会
共催共催

｢再生新法施行  自己血由来の成長因子を用いた再生療法～その理論と実際～
インプラント治療等における再生療法では､足場 (自家骨･他家骨･異種骨･人工骨 )､細胞 (間葉系幹細胞･骨芽細胞等 )､
シグナル分子 (成長因子･骨形成たんぱく等 )の組み合わせが成功の鍵となります。足場である骨移植材に細胞が入り
込んでいきます。その細胞を引き寄せるシグナルとして成長因子が重要な働きを担っています。
近年､この足場と成長因子の併用療法が臨床応用され､良好な結果を示しています｡  そこで この講演では､日本で展開
されている安全なPRP( 多血小板血漿 )や PRF( 多血小板フィブリン )の生成法とその臨床応用例を紹介します。
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（8月末迄にお申込 ) 25,000 円 　／　東京形成歯科研究会 会員 無料

（時間帯は予告なく変更となる場合があります )

会員募集中

「2015 年度 第 2回 再生医療 血液臨床応用 特別講演会｣参加申込書

事務局   担当：押田浩文

一般社団法人東京形成歯科研究会では会員を
募集しています｡詳しくは上記｢お問合せ先迄｡

歯科開業医の立場で､臨床に活かせる
指導を実施しています。

る場合があります )（時間帯は予告告なく変更となる
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各種血液臨床応用製剤の現状 ..... 理論と実際 .....

世界で活躍する再生医療のスペシャリスト 3人


